
木村のチェック＆リピート数学Ⅲ・C 解説補充       http://toitemita.sakura.ne.jp 

1 
 

91 
(2) 

( ) ( )kxexh x += - 3 より， 

( ) ( )kxxexh x -+-= - 23 3'  
( )xh が極小値をもつためには， 

kxx -+- 23 3 の値が xの増加に伴ない負から正になる xが存在することである。 
( ) 23 3xxxgy +-== と ky = のグラフより， 

40 << k のとき，そのような a=x が存在する。 

gb ,=x では kxx -+- 23 3 の値が正から負になるから，極大値をとる。 
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kxx >+- 23 3 ，すなわち 03 23 >-+- kxx の領域 

kxx <+- 23 3 ，すなわち 03 23 <-+- kxx の領域 
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補足 

4³k または 0£k のとき，極大値のみをとる。 

 たとえば， 4³k の場合 
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別解 

( ) ( )kxexh x += - 3 より， 

( ) ( )kxxexh x -+-= - 23 3'  
( )xh が極小値をもつためには， 

kxx -+- 23 3 の値が xの増加に伴ない負から正になる xが存在することである。 
ここで， 

kxxy -+-= 23 3 とおくと， 

( )2363' 2 --=+-= xxxxy より，増減表は次のようになる。 
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よって， 

負から正になる xが存在するのであれば，それは 20 << x であり， 

このとき， 0<-k ， 04 >- k であればよい。 

よって， 40 << k  

 


